


ノンブル ノンブル

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

①　

消
防
詰
所
駐
車
場
に
お
い
て
追

突
事
故
の
補
償
額
が
決
定
。

10
万
円

②　

救
急
車
両
で
石
垣
を
破
損
し
た

た
め
、
そ
の
補
償
額
が
決
定
。

７
万
円

6

月

議

会

６
月
３
日
に
開
会
。
25
日
に
議
案

採
決
を
お
こ
な
い
、
全
議
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

差
別
を
な
く
し
、
人
権
を
擁
護
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

た
差
別
投
稿
な
ど
に
対
処
す
る
た
め

の
法
律
に
基
づ
き
改
正
す
る
。

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
一
部

変
更

ご
み
処
理
事
業
に
過
疎
債
を
充
当
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
。

集
会
所
維
持
補
修
統
合
補
助
金

石
原
地
区
集
会
所
の
屋
根
塗
装
工
事

に
対
す
る
補
助
。（
事
業
費

－

10
万
円
）

×
2
分
の
１
を
補
助
す
る
。

45
万
円

５

月

議

会

５
月
19
日
に
開
会
し
、
星
谷
橋
架

け
替
え
工
事
契
約
の
締
結
な
ど
の
３

議
案
を
可
決
、
税
賦
課
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
の
専
決
処
分

３
件
を
承
認
し
、
１
年
間
の
会
議
日

程
を
定
め
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

個
人
番
号
利
用
事
務
系
端
末
、
周
辺

機
器
購
入

パ
ソ
コ
ン
10
台
、
中
間
サ
ー
バ
ー
接

続
端
末
２
台
、
プ
リ
ン
タ
ー
３
台
な

ど
。

１
４
８
５
万
円

―
―
―
応
札
件
数
は
。

総
務
課
長　

３
件
の
応
札
が
あ
り
ま
し

た
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
債
権
放

棄時
効
に
よ
る
返
済
義
務
消
滅
の
た
め
、

不
納
欠
損（
①
）を
お
こ
な
う
。

債
権
放
棄
の
金
額　

１
０
３
７
万
円

―
―
―
貸
付
の
残
件
数
は
。

住
民
課
長　

消
滅
時
効
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
２
件
、
継
続
債
権
が
２
件

あ
り
ま
す
。

報
告
事
項

一
般
社
団
法
人
か
つ
う
ら
国
土
と
未

来
振
興
協
会
の
経
営
状
況

令
和
７
年
度
の
経
営
状
況
の
報
告

を
受
け
た
。
星
谷
地
区
の
地
籍
調

査
を
実
施
。
全
体
の
事
業
収
入
は

１
億
９
１
２
０
万
円
、
経
常
利
益
は

約
３
７
０
０
万
円
。

星
谷
橋
架
け
替
え
工
事
請
負
契
約
締

結橋
脚
（
Ｐ
１
・
Ｐ
２
）
設
置
工
事
で
、

工
期
は
令
和
９
年
６
月
30
日
ま
で
。

６
億
５
１
９
７
万
円

―
―
―
応
札
は
何
件
か
。

建
設
課
長　

１
社
の
応
札
で
し
た
。

報
告
事
項

勝
浦
町
税
賦
課
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
町
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

 ●

軽
自
動
車
の
環
境
性
能
割
廃
止

 ●

固
定
資
産
税
の
免
税
点
の
変
更

 ●

公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
の
提
出
義
務
の
範
囲
の

変
更

5 月・6 月

令和 8年度一般会計予算 
補正含め総額 49 億 9245 万円

補正予算（6 月）　主な内容 （万円）
集会所維持補修統合補助金 45

教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
。

教
育
委
員
会
委
員

戸
田 

智
啓 

氏
（
坂
本
）

令和８年 令和９年
7月 7月会議 22 1月 1月会議 20
8月 8月会議 20 2月 2月会議 16
9月 9月会議 8,9,10,11,17 2月 ひな会議 26
10月 10月会議 20

3月 ひな会議 1,2,3,17,18,19,
11月 11月会議 10 23,24
12月 みかん会議 1,16,17,18 4月 4月会議 21

5月 5月会議 11
5月 若あゆ会議 21
6月 若あゆ会議 8,9,10

ついに始まる橋脚工事

農
業
委
員
の
任
命
に
同
意
。

毎
木　

和
義

石

原

三
﨑　

厚
克

中

角

朔　

重

夫

生

名

岡
田　

智
明

今

山

森
野　

光
次

黒

岩

杉
生　

協
士

星

谷

中
西　

明
宏

久

国

久
保　

穰
子

棚

野

桂
木　

静
子

横

瀬

押
栗　

潔
往

与
川
内

杉
浦　

恭
平

坂

本

（
敬
称
略
）

今回の表紙は、未来の地域医療を
担う徳島医療福祉専門学校勝浦学園
の学生たちです。オープンキャンパ
スで運営スタッフを務める彼らは、
理学療法学科・作業療法学科の 1・
2年生たち。その笑顔からは、日々
の学びへの意欲と、将来への決意が
伝わってきます。

この学園は、学生と教員が密
接に連携し、地域に愛される医
療従事者の育成の場です。オー
プンキャンパスを通じて高校生
とも積極的に交流する彼らの
姿は、未来の希望そのもので
す。

①不納欠損

何らかの理由で支払いが見込めない税金や公共料金などの
滞納金を、法的に徴収を諦めて未収金から除外すること

1年間の会期日程
勝浦町議会では、マラソン議会と称し

て通年会期制を取り入れています。会期を
通年とすることによって、常に議会が活動
できる状態となるため、議会のさらなる活
性化が期待できます。

また、通年議会の内、一般質問をおこ
なう 6 月、12 月、3 月はそれぞれ「若あ
ゆ会議」「みかん会議」「ひな会議」と愛
称がついています。

修繕が待たれる石原集会所
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P i c k  U p

いつもふるさと会を応援していただきありがとうございます。
繊維関係の会社を経営しています。思い出は、れんげ畑で
遊んだりじんぞくを獲ったこと。観正寺でのイベントや大宮
八幡神社のお祭りに行くのが楽しみでした。望むことは、若
い方が勝浦で働ける企業、帰省した時の宿泊施設。関西在
住のお知り合いやふるさと会に興味のある方を是非ご紹介く
ださい。

山本 政博（大阪府・71 歳）

生名出身・近畿かつうらふるさと会会長

大学の進学を期に大阪へ出てきました。その後、すし屋を営み、
9 軒ののれん分けができるほどに繫盛しました。今は引退しゴル
フを楽しんでいる日々です。子どもの頃、みかん畑でカミキリム
シを友達と捕って１０円だったことを覚えています。勝浦町は人口
が減っていき大変と思いますが、大きな企業が誘致できれば盛り
上がると思います。

谷 康夫（大阪府・８2 歳）

久国出身

60 年ほど前に結婚し、大阪市平野区で生活を始めました。6 年くら
い前から洋服のリフォーム店をしています。洋裁をしていて手先は器用
で、メガネがなくても針に糸が通せます。忙しくしていますが、お客さ
んと話すのが楽しいです。勝浦町初のプロ野球選手、岡本駿くんの活
躍に期待しています。

上野（旧姓 : 山﨑） 和子（大阪府・83 歳）

久国出身

現在断捨離中。ハンドメイド・鉱石の収集を子どもたちと取り組んで
います。子どもの頃の星谷の秋祭り、ふれあいの里の裏山の景色が
心に強く残っています。ふるさとに望むことは宿泊施設の開設、活
性化と人口増。美しい山河を誇りにしています。更にふれあいの里
の復活を期待しています。

桑村 隆（滋賀県・８６歳）

星谷出身

転勤引っ越しが続き現在は大阪市内に住んで８年になります。秋に開催し
ていた町民総出の運動会が盛り上がっていたことが思い出深いです。勝
浦の魅力と発信を国内外に向け、いずれは「住みたいまち」ランキングに
入ってほしいです。勝浦を離れて長いですが、帰郷時に目にする風景には
癒されます。

足達（旧姓 : 立石） 京子（大阪府・64 歳）

今山出身

思い出は秋祭りのお神輿や馬場の馬、夜の花火、鶴林
寺での行事などです。これからも勝浦町の伝統を守って
アカデミックな勝浦町をますます発展させて下さい。里
の幸、豊かな風土を誇りにしています。町広報の俳句は
いつも楽しみです。

八田（旧姓 : 前川） 恵美子（大阪府・85 歳）

生名出身

5
月
16
日
、
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
何
十
年
が
経
っ
て
も
、
み
な
さ
ん
の

心
の
中
で
今
も
変
わ
ら
な
い
「
心
の
ふ
る
さ
と
勝
浦
」
で
し
た
。

幼
い
頃
の
祭
り
や
勝
浦
川
、
み
か
ん
畑
な
ど
懐
か
し
い
思
い
出
と

と
も
に
、
故
郷
を
思
う
温
か
い
願
い
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
み
な
さ
ん
の
率
直
な
声
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
私
た
ち
議
会
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
思
い
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た

い
で
す
。 
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枚方市在住。現役で化学会社に勤めています。きれいな勝
浦川で泳いだことがなつかしいです。ふるさと勝浦に帰って
くるのが楽しい町にしてほしいです。ふるさと勝浦のオンリー
ワンへの活躍を願っています。

北山 浩（大阪府・６５歳）

石原出身

毎日元気に今でもゴルフを楽しんでいます。思い出は秋祭り
で遊んだことです。人口減少が進んでいますが、なんとか
頑張ってもらい人口を増加させてほしいです。毎年同窓会に
帰りますが、ふれあいの里さかもとがなくなり寂しいです。

山崎（旧姓 : 出葉） 頼子（大阪府・85 歳）

生名出身

月３回程度のゴルフと家庭菜園に励んでいます。思い
出は、中学時代野球を一生懸命やったことです。勝浦
町に望むことは、食事ができる宿泊施設です。活力の
ある町にしてください。

堺 信善（奈良県・71 歳）

棚野出身

一宮市で頑張っています。近所の造園会社にアルバイトに行って
います。みかん採り時のにぎやかさや、勝浦川で魚を追いかけて
いたことが印象に残っています。ビッグひな祭りをもっともっと宣
伝をしてほしいです。産業を取り込んで発展してください。町民の
みなさんの幸せを祈っています。

立石 芳秋（愛知県・79 歳）

今山出身

週３回のテニス、地域コミニティセンターのボランティアとして充実した
生活を送っています。思い出は大自然の中で思いっきり遊んだこと。望
むことは、古い勝浦の良いところと新しい勝浦をうまくミックスしてほし
い。勝浦町は私たちふるさとを離れて暮らす人たちの心の原点です。心
は常につながっています。

山畑 雅明（大阪府・71 歳）

今山出身

秋祭りや川で獲った鮎などをみなで河原で食べる「喰い川」
が子どもの頃の楽しい思い出として残っています。勝浦町に
期待するものは、ふれあいの里さかもとに代わる宿泊施設で
す。勝浦町で頑張っている高齢者集団にエールを送ります。

田村 功（大阪府・８3 歳）

横瀬出身

か つ う ら ふ る さ と 会 　 会 員 募 集 ‼
かつうらふるさと会は現在近畿と関東のふたつがあります。ふるさとを出て頑張っ

ている方が、楽しいふるさとの思い出を語る場として会員を募集しています。勝浦町
から近畿あるいは関東地方へ移り住まれた方やそのご家族が加入し、親睦や交流を深
め、勝浦町との交流もおこなっています。近畿や関東地方に住んでおられ、まだ入会
されていない方をご存じでしたら、ぜひ下記連絡先までご連絡をお願い申し上げます。

連絡先

近畿かつうらふるさと会 
事務局　山畑 雅明　072-685-8655

関東阿波かつうら会 
会長　相原 茂明　090-1045-5393

この年になってもゴルフに散歩に精をだしています。思い
出は、きれいだった勝浦川での鮎獲りや野山でのメジロ
追いです。これからの勝浦町に期待することは、生活基
盤となる商工業を誘致し人口減少への歯止めをしてほし
いです。

鶴本 照啓（兵庫県・79 歳）

久国出身

神戸六甲アイランドで、老人会、バラ作りボランティア、麻雀、交通安全、
小学生の見守りと毎日忙しくしています。みかん山で友達と巻きずしを食べ
たり遊んだりしたことが楽しい思い出です。六甲アイランドにあるような子
供の活動拠点が勝浦にも増えてほしいです。故郷のみなさん、老いの坂
は機嫌よく下りましょう。

岡田（旧姓 : 生田） 利子（兵庫県・８１歳）

今山出身

まだ現役で仕事をしており、孫が２名います。思い出は、交通
の便が悪くて歩くか自転車でした。空の色とみかん畑の色が印
象深いです。町に望むことは、坂本の自宅もなくなったので、
気軽に宿泊できる施設があればありがたいです。活力があり、
魅力ある町にしてほしいです。

楠田 裕己（大阪府・72 歳）

坂本出身

近畿かつうらふるさと会に駆けつけてくれた 
関東阿波かつうら会　会長　相原さん
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一 般 質 問

（議員名あみかけ項目は記事掲載あり）

一般質問の全編を
動画投稿サイト
YouTube に て 閲
覧いただけます。
https://www.town.katsuura.lg.jp/
gikai/chukei/

動画で
一般質問を見る

議員

議員

議員

議会広報の DX（デジタルトランスフォーメーション）の一環として、AI生成画像の活用をしています。適切
な運用の証として、AI利用画像には識別マークを付記し、視覚的に伝わる広報をめざします。

防災・まちづくり
星谷橋 福井
沼江バイパス 瀬戸
道路・橋 長尾
防災活動 花房 美馬
防災設備 長尾 瀬戸
地籍調査 篰
集会所 福井
移住定住 内谷
公共施設 瀬戸 美馬
教育・子育て
小学校 篰
教育費補助 井出
給食センター 長尾
医療福祉専門学校 花房
観光・にぎわい
星谷運動公園 長尾
鶴林寺 玉置
地域おこし協力隊 花房
ふるさと会 美馬
農業振興
農地整備・活用 玉置
ドローン防除 井出
商工業振興
商品券 井出
医療・福祉
介護 瀬戸
地域食堂 美馬
保育 美馬
その他
役職配置 福井
IT 関連 内谷

長
な が

尾
お

 隆
た か

資
し

内
う ち

谷
た に

 安
や す

宏
ひ ろ

移
住
定
住
が
す
す
む
仕
組
み

づ
く
り
を

空
き
家
整
備
の
充
実
を

―
―
―
県
の
Ｈ
Ｐ（
②
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る

県
下
自
治
体
ご
と
の
空
き
家
対
策
事
業
に
補
助

額
、
補
助
割
合
が
高
い
も
の
が
あ
る
が
、
国
の

事
業
も
活
用
し
て
い
る
の
か
。

政
策
監　

補
助
率
3
分
の
２
、
補
助
限
度
額

３
０
０
万
円
以
上
に
つ
い
て
県
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
多
く
は
補
助
率
2
分
の
１
で
あ
る

国
の
事
業
及
び
県
の
事
業
を
併
用
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
本
町
は
こ
れ
ら
の
事
業
は
活
用

し
て
い
ま
せ
ん
。

―
―
―
勝
浦
町
で
は
活
用
し
な
い
の
か
。

企
交
課
長　

国
の
補
助
制
度
は
、
改
修
工
事
と

同
時
に
耐
震
性
の
向
上
を
図
り
、
同
一
目
的
で

10
年
以
上
使
用
す
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
件
数
に
制
限
が
あ
り
、
制
度
構
築
に
は
内

容
の
精
査
が
必
要
な
の
で
研
究
し
た
い
で
す
。

学
校
給
食
の
提
供
体
制
に
つ

い
て

町
営
の
継
続
を

―
―
―
今
年
度
末
で
学
校
給
食
調
理
員
が
退
職

予
定
で
あ
る
。
町
営
で
地
元
産
の
安
全
な
食
材

を
活
用
し
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
学
校
給
食

に
つ
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
提
供
で
き
る
体

制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

給
食
所
長　

現
在
、
町
営
に
よ
り
運
営
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
調
理
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
調
理
員
の
確
保
や
施

設
の
維
持
管
理
運
営
経
費
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら
、
直
営
方
式
の
継
続
を
含
め
、
民

間
委
託
な
ど
様
々
な
運
営
手
法
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
い
、
持
続
可
能
な
給
食
提
供
体
制
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

―
―
―
明
確
な
民
間
委
託
へ
の
基
準
は
あ
る
の

か
。

給
食
所
長　

基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
現

Ｐ
Ｃ
環
境
を
整
え
て
業
務
の
効
率
化
を

―
―
―
職
員
の
ス
キ
ル
に
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｃ

環
境
を
整
え
た
方
が
業
務
の
効
率
は
良

く
な
る
。
希
望
を
聞
い
て
改
善
し
て
は
。

総
務
課
長　

最
小
限
の
性
能
で
コ
ス
ト
を
抑
え

る
必
要
が
あ
り
、
改
善
を
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

―
―
―
Ａ
Ｉ
の
性
能
が
非
常
に
上
昇
し
て
き
て

い
る
。
無
料
の
も
の
か
ら
試
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

令
和
8
年
3
月
か
ら
無
料
の
生
成

Ａ
Ｉ
の
利
用
を
試
行
し
て
い
る
。
今
年
中
に
ま

と
め
ら
れ
れ
ば
来
年
度
の
予
算
に
反
映
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
―
町
長
の
所
見
は
。

町
長　

私
も
Ａ
Ｉ
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
非
常
に
い
い
ア
イ
テ
ム
だ
と
思
っ
て
お

り
、
業
務
を
楽
に
す
る
と
い
う
意
味
で
使
っ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

在
5
名
の
調
理
員
が
お
り
、
5
名
の
確
保
は
必

要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
人
員
の
確
保
が
難

し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
民
間
委
託
の
活
力
を

活
用
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
人
員
の
確
保
に
つ
い
て
最

大
限
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
で
す
。

星
谷
運
動
公
園
の
遊
具
に
つ
い
て

―
―
―
週
末
、
祝
祭
日
な
ど
、
遊
具
を
利
用
で

き
な
い
子
ど
も
が
い
る
と
い
う
地
域
の
声
が
聞

こ
え
て
く
る
。
混
雑
時
に
子
ど
も
た
ち
が
譲
り

合
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
優
し
い
言
葉
で
呼

び
か
け
る
看
板
の
設
置
を
要
望
し
た
い
。

教
委
局
長　

河
川
管
理
や
安
全
管
理
上
の
制
約

か
ら
遊
具
の
増
設
は
難
し
い
が
、
高
さ
1
メ
ー

ト
ル
以
内
の
譲
り
合
い
を
呼
び
か
け
る
看
板
は

設
置
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

なかなか売れない横瀬分譲地

評判のいい学校給食はここで作られている

周
知
の
徹
底
を

住
民
へ
の
情
報
共
有
を

―
―
―
住
民
参
加
が
18
名
だ
っ
た
星

谷
橋
架
け
替
え
住
民
説
明
会
。
住
民
や
議
会
へ

の
周
知
が
十
分
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
に

開
催
し
た
も
の
で
す
。
広
報
5
月
号
や
新
聞
広

告
、
町
内
放
送
、
阿
波
か
つ
う
ら
情
報
ア
プ
リ

を
使
い
周
知
し
ま
し
た
。

―
―
―
18
名
し
か
参
加
者
が
い
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
と
思
わ
れ
る
か
。

建
設
課
長　

説
明
会
に
興
味
の
あ
っ
た
方
が
18

名
だ
っ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

―
―
―
用
地
取
得
や
土
地
収
用
制
度
な
ど
、
住

民
の
権
利
に
関
わ
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
く
の
か
。

建
設
課
長　

用
地
関
係
者
も
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に

説
明
に
い
っ
て
ま
す
。
そ
の
中
で
、
必
要
な
方

福
ふ く

井
い

 裕
ひ ろ

美
み

に
は
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
し
、
随
時
、
内
容

に
つ
い
て
は
用
地
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
て
い

ま
す
。

町
長　

随
時
、
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
、

よ
り
一
層
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

集
会
所
の
改
修
に
つ
い
て

―
―
―
現
在
の
集
会
所
改
修
の
町
の
補
助
は
改

修
費
30
万
円
以
上
の
も
の
が
対
象
で
、（
事
業

費

－

10
万
円
）
×
2
分
の
１
で
あ
る
。
集
会
所

の
防
災
機
能
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割

を
維
持
す
る
た
め
、
現
在
の
補
助
率
を
引
き
上

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

私
が
職
員
の
時
に
助
成
制
度
を
提
案
し

て
、
補
助
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
物
価
高

騰
等
で
、
何
か
事
業
を
す
れ
ば
大
き
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
制
度
の
あ
り
方
を
考
え
る
時
期

に
来
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
き
れ
ば

9
年
度
か
ら
の
検
討
を
し
た
い
で
す
。

星谷橋架け替え事業説明会の様子

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kurashi/kenchiku/7235135

②県内市町村が実施する空き家に関する支援制度について

空き家に関する支援制度が掲載されている URL
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一 般 質 問

一般質問の全編を
動画投稿サイト
YouTube に て 閲
覧いただけます。
https://www.town.katsuura.lg.jp/
gikai/chukei/

動画で
一般質問を見る

過去に発行した勝
浦町議会広報をイ
ンターネットで閲
覧することができ
ます。
https://www.town.katsuura.lg.jp/
gikai/dayori/

議会広報
バックナンバー

議員

議員

議員

議会広報の DX（デジタルトランスフォーメーション）の一環として、AI生成画像の活用をしています。適切
な運用の証として、AI利用画像には識別マークを付記し、視覚的に伝わる広報をめざします。

本
町
の
50
年
１
０
０
年
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
て

鶴
林
寺
へ
の
道
整
備
と
ト
ン
ネ
ル
・

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
構
想

―
―
―
遍
路
道
の
支
援
援
助
と
町
道
管
理
は
。

企
交
課
長　

生
名
遍
路
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
、
棚
野
遍
路
道
保
存
会
に
管
理
費
を
支
払

い
、
年
2
回
の
清
掃
等
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

建
設
課
長　

町
道
の
除
草
お
よ
び
清
掃
業
務

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
。
台
風

や
大
雨
の
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
通
行
に

支
障
が
な
い
よ
う
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
交
通
網
整
備
で
生
名
大
井
ト
ン
ネ
ル

（
仮
称
）
と
鶴
林
寺
ま
で
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
計

画
は
ど
う
か
。

町
長　

壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
検
討
に
入
れ
な
が
ら
計
画
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
自
然
環
境
、
影
響
調
査
が
必

要
で
資
材
費
高
騰
や
運
営
費
用
等
非
常
に
ハ
ー

玉
た ま

置
お き

 守
まもる

住
民
の
安
全
安
心
を

火
災
警
報
器
の
補
助
を

―
―
―
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
啓
発

や
、
購
入
補
助
制
度
の
創
設
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

平
成
23
年
6
月
か
ら
各
戸
に
警
報

機
を
配
布
し
た
が
、
10
年
以
上
経
過
し
た
ら
電

池
が
な
く
な
り
劣
化
し
、
不
具
合
が
出
て
き
ま

す
。
消
防
法
に
よ
っ
て
設
置
は
義
務
化
さ
れ
て

い
る
の
で
、
住
民
自
身
の
責
務
と
い
う
こ
と
が

基
本
で
す
が
、
令
和
9
年
度
事
業
化
に
向
け
、

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沼
江
バ
イ
パ
ス
、
完
成
は
い
つ

―
―
―
沼
江
バ
イ
パ
ス
、
斜
面
崩
壊
は
何
が
原

因
か
。

建
設
課
長　

当
初
の
設
計
段
階
で
施
工
箇
所
は

地
滑
り
区
域
だ
が
、
明
瞭
な
活
動
を
し
て
い
る

地
滑
り
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
崩
壊
後
、
地

質
調
査
の
結
果
で
、
現
場
は
ス
レ
ー
キ
ン
グ（

③
）と
い
う
現
象
が
発
生
し
や
す
い
地
質
で
あ

瀬
せ

戸
と

 直
な お

一
い ち

ド
ル
が
高
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
で
土
地
の
有
効
活

用
を

―
―
―
若
者
が
農
業
に
参
入
し
、
持
続
的
な
農

業
の
活
性
化
策
と
し
て
大
型
機
械
化
や
ス
マ
ー

ト
農
業
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
の

対
策
は
。

農
振
課
長  

農
地
の
集
約
化
、
省
力
化
、
担
い

手
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
温
暖
化
が
問
題
で
、
今
後
の
農
業

政
策
の
進
め
方
を
幅
広
く
検
討
、
協
議
を
行
う

時
期
で
あ
り
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
―
農
業
振
興
地
域
を
見
直
し
、
企
業
誘
致

や
宅
地
、
団
地
等
の
整
備
計
画
を
す
べ
き
だ
。

残
す
所
と
新
た
に
創
造
し
て
い
く
所
の
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
た
整
備
計
画
へ
の
所
見
は
。

町
長　

企
業
誘
致
は
大
規
模
な
面
積
が
必
要

で
、
農
業
以
外
の
用
途
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
る

振
興
地
域
で
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。

る
こ
と
が
判
明
。
現
場
施
工
時
は
、
崩
壊
の
予

測
は
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

―
―
―
進
捗
状
況
と
完
了
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。

建
設
課
長　

法
面
上
部
追
加
買
収
箇
所
の
オ
ー

プ
ン
掘
削（
④
）が
終
了
し
、
現
在
は
法
面
の
復

旧
を
行
っ
て
い
ま
す
。
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
と
県
か
ら

は
聞
い
て
い
ま
す
。

―
―
―
付
近
住
民
は
現
地
説
明
会
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
開
催
す
る
よ
う
に
県

に
働
き
か
け
て
も
ら
え
な
い
か
。

建
設
課
長　

説
明
会
に
つ
い
て
は
開
催
予
定
な

し
と
県
か
ら
伺
っ
て
い
ま
す
。

これが住宅用火災警報器だ !!

花
は な

房
ふ さ

 勝
か つ

一
い ち

 

消
防
団
員
の
待
遇
改
善
を

分
団
活
動
費
は
い
つ
か
ら
こ
の
金
額

―
―
―
１
人
当
た
り
年
額
４
４
０
０

円
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
増
額
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

必
要
な
装
備
や
被
服
に
関
す
る
経

費
、
詰
所
の
維
持
管
理
費
等
を
町
が
負
担
し
て

い
る
た
め
、
引
き
上
げ
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

―
―
―
出
動
手
当
を
4
時
間
ま
で
４
０
０
０
円

に
し
、
こ
の
分
を
活
動
費
に
ま
わ
せ
な
い
か
。

総
務
課
長　

非
常
備
の
自
治
体
ほ
か
、
県
下
の

状
況
を
調
査
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
―
今
年
の
防
災
訓
練
内
容
は
。
ま
た
、
給

水
車
や
災
害
支
援
車
を
活
用
し
た
訓
練
を
実
施

し
て
は
。

総
務
課
長　

水
害
時
の
避
難
行
動
や
避
難
所
運

営
、
高
齢
者
等
避
難
へ
の
確
認
を
お
こ
な
う
予

定
で
、
防
災
関
係
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
地
区

の
要
望
を
お
聞
き
し
て
活
用
し
た
い
で
す
。

―
―
―
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
行
動
確
認

を
、
訓
練
に
組
み
込
む
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

福
祉
課
と
連
携
し
、
次
年
度
以
降

の
訓
練
へ
の
導
入
を
検
討
し
た
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
お
こ
し
の
期
待

―
―
―
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
状
況
は
。

教
委
局
長　

6
月
中
の
募
集
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
住

民
の
交
流
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま

す
。

―
―
―
協
力
隊
は
単
な
る
人
材
確
保
で
は
な

く
、
勝
浦
町
で
の
挑
戦
や
将
来
の
仕
事
に
つ
な

が
る
魅
力
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

応
募
が
な
け
れ
ば
、
自
ら
が
起
業
し
て

道
の
駅
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
す
る
よ
う

な
目
線
で
も
募
集
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

消防学校で一生懸命訓練しました

乗ってみたい！　鶴林寺までの空中遊覧

③スレーキング

岩や土の塊が、雨などで「水を吸って膨らむこと」と「乾いて縮むこと」
を繰り返すうちに、細かくボロボロに崩壊して土砂に戻ってしまう現象

④オープン掘削

地面を上から直接「V字型」または「台形」に
広く掘り下げて空間を作る工法
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一 般 質 問

一般質問の全編を
動画投稿サイト
YouTube に て 閲
覧いただけます。
https://www.town.katsuura.lg.jp/
gikai/chukei/

動画で
一般質問を見る

過去に発行した勝
浦町議会広報をイ
ンターネットで閲
覧することができ
ます。
https://www.town.katsuura.lg.jp/
gikai/dayori/

議会広報
バックナンバー

議員

議員

議員

議会広報の DX（デジタルトランスフォーメーション）の一環として、AI生成画像の活用をしています。適切
な運用の証として、AI利用画像には識別マークを付記し、視覚的に伝わる広報をめざします。

早
急
な
整
備
を

生
小
体
育
館
の
ト
イ
レ
を
男
女
別
、

洋
式
に

―
―
―
体
育
館
ト
イ
レ
が
男
女
共
用
で
入
り
づ

ら
い
上
に
、
全
て
和
式
ト
イ
レ
で
あ
る
。
１
階

は
大
勢
が
使
用
す
る
と
逆
流
し
て
使
用
不
可
と

な
る
。
小
学
生
で
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

る
の
は
当
然
だ
。
早
く
整
備
を
。

教
委
局
長　

校
舎
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
優
先
的

に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
屋
上
の
防

水
工
事
、
次
年
度
は
校
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
洋
式
化
は
、
財
源
を
確
保
し
な

が
ら
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
―
―
優
先
順
位
が
違
う
。
補
助
金
を
活
用
し

た
い
が
、
待
っ
て
い
て
は
時
間
が
か
か
る
。
基

金
も
積
ん
で
お
り
、
町
長
の
判
断
が
必
要
と
さ

れ
る
案
件
だ
と
思
っ
て
い
る
。

町
長　

ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
い
時
が
あ
っ
た

こ
と
は
事
実
。
次
年
度
当
た
り
で
ど
う
に
か
進

小
学
校
の
あ
り
方　

町
長
の
方
向
性
は
い
つ
ま
で
に

―
―
―
少
子
化
が
加
速
し
、
横
瀬
小

学
校
で
は
令
和
12
年
度
当
た
り
か
ら
複
式
学
級

が
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
だ
。
学
校
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
協
議
会
の
構
成
は
。

教
委
局
長　

構
成
メ
ン
バ
ー
は
校
長
経
験
者
、

保
護
者
代
表
、
地
域
住
民
の
代
表
、
行
政
担
当

者
な
ど
幅
広
い
知
見
と
多
様
な
視
点
を
持
っ
た

方
を
想
定
し
て
お
り
、
今
年
10
月
頃
の
設
置
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
ひ
な
会
議
で
８
年
度
中
に
は
、
あ
る
程

度
の
方
向
性
を
出
す
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ

の
方
向
性
と
は
。

教
育
長　

10
月
中
に
第
1
回
目
を
開
催
し
、
統

合
す
る
と
い
う
方
向
性
と
、
少
人
数
の
特
性
を

生
か
し
た
両
小
学
校
の
存
続
を
探
る
方
向
性
の

平
行
的
な
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
―
―
町
長
の
任
期
中
に
方
向
性
を
出
す
の

美
み

馬
ま

 友
と も

子
こ

篰
しとみ

 公
こ う

一
い ち

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

育
児
休
暇
中
の
保
育
時
間
短
縮
時　

保
育
料

支
援
を

―
―
―
育
休
に
な
る
と
保
育
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
。
毎
日
新
生
児
を
連
れ
て
の
送
迎
は
母
子
と

も
に
負
担
が
大
き
い
。
産
後
の
母
親
を
支
え
る

こ
と
は
必
要
で
は
な
い
か
。
育
休
中
の
１
年
で

も
保
育
料
の
支
援
を
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長　

保
育
短
時
間
の
場
合
は
、
延
長
保

育
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
8
時
30
分
、
午
後
4

時
30
分
か
ら
午
後
7
時
で
延
長
保
育
料
が
別
途

必
要
に
な
り
ま
す
。
産
後
は
精
神
的
に
も
身
体

的
に
も
不
安
定
な
時
期
で
あ
り
、
保
育
園
か
ら

も
延
長
時
間
利
用
に
つ
い
て
協
力
し
た
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
保
護
者
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ

う
制
度
設
計
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

か
。

町
長　

検
討
委
員
会
の
協
議
を
参
考
に
し
、
残

り
の
任
期
中
に
一
定
の
決
断
を
し
ま
す
。

地
籍
調
査
後
の
課
税
は

―
―
―
事
業
開
始
時
に
は
全
町
終
了
後
に
登
記

簿
通
り
の
課
税
に
す
る
と
の
方
針
で
あ
っ
た

が
、
税
の
公
平
性
や
終
了
後
の
変
更
に
は
多
額

の
費
用
が
掛
か
り
、
終
了
し
た
地
区
か
ら
順
次

変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
最
近
、
特
例

措
置（
⑤
）を
採
用
し
た
が
、
地
区
に
よ
り
説
明

が
違
っ
て
い
る
。
早
く
方
針
を
統
一
す
べ
き
で

は
。

町
長　

地
籍
調
査
後
の
課
税
に
つ
い
て
は
、
み

な
さ
ん
に
混
乱
を
招
い
た
と
思
い
ま
す
。
以
前

は
新
し
い
登
記
簿
に
よ
り
順
次
変
更
し
て
い
く

つ
も
り
で
し
た
が
、
検
討
の
結
果
、
特
例
措
置

を
適
用
し
た
課
税
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

早く洋式トイレに

横小 5年生は 8人　仲良く田植え

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
を

学
用
品
の
備
品
化
を

―
―
―
保
護
者
負
担
で
毎
年
購
入
し
て
い
る
教

材
、
算
数
セ
ッ
ト
、
彫
刻
刀
と
裁
縫
セ
ッ
ト
等

を
学
校
の
備
品
化
で
き
な
い
か
。

教
委
局
長　

学
校
、
保
護
者
へ
の
理
解
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
活
用
も
考
え
て
、
最
終
的
に
は

教
育
委
員
会
で
相
談
し
て
判
断
し
ま
す
。

―
―
―
制
服
の
見
直
し
や
レ
ン
タ
ル
制
度
導
入

に
つ
い
て
、
去
年
も
質
問
し
た
が
ど
う
な
っ
た

か
。

教
委
局
長　

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る

リ
ユ
ー
ス
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
―
制
服
の
自
由
化
に
つ
い
て
、
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
ら
ど
う
か
。

教
委
局
長　

学
校
関
係
者
と
相
談
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

井
い

出
で

 美
み

智
ち

子
こ

―
―
―
鳴
門
市
は
修
学
旅
行
費
保
護
者
負
担
な

し
を
実
現
し
て
い
る
。
勝
浦
町
で
も
実
施
を
。

町
長　

ま
ず
は
学
用
品
の
備
品
化
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
、
他
の
支
援
に
つ
い
て
は
保
護
者
、

学
校
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

早
く
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を

―
―
―
中
山
間
事
業
の
ド
ロ
ー
ン
防
除
は
夏
に

間
に
合
う
の
か
。

農
振
課
長　

実
績
の
あ
る
業
者
に
援
助
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。
7
月
か
ら
集
落
協
定
参
加
者
を

対
象
に
申
し
込
み
を
開
始
し
、
8
月
か
ら
ド

ロ
ー
ン
防
除
を
開
始
し
た
い
で
す
。

―
―
―
協
定
参
加
者
以
外
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
民
間
業
者
利
用
の
補
助
制
度
を
設
け
た
ら

ど
う
か
。

農
振
課
長　

中
山
間
事
業
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

は
、
そ
ち
ら
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

必要なものをみんなで使えるように！

⑤特例措置

調査により面積が増えた場合は全町終了時まで
課税の増額を据え置く措置
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5月 13日に役場 3階の議場に集まってい
ただきモニター会議を開催しました。広報
に対しての意見や感想をいただきましたの
で、今後の誌面づくりに生かしていきます。

イベントで写真をめっちゃ撮ってる方
がいて、たぶん、みなさん、それをど
うにか公開したいから、写真を送れる
QRコードが入ったポスターを貼りだ
せば、送ってくれるんじゃないかな。

新聞とってないと広報が届かんから、情報
アプリで通知してそこで見れるようにって
前に提案させてもらったことが、反映して
くれてちょっと嬉しくなりました。

youtube動画ってどこで見えるのか分
かりにくいので、その辺りも PRしても
らえればいいのかな。

友達とか広報をあんまり知らなくて、モニターの話なり議
会での話をまずは広めていかないと、浸透していかないの
かな。真面目な話をして、急にどしたなみたいな。けど、
そういう風に広めていったら、ハードルが低くなるかな。

町の広報は毎月 1日に発行されるけど、議会だよりは
年に何回かっていうのもあり、あまり読めていない。
活字離れであまり物を読むことないですが、これから
は少しずつ読みたいと思います。

役場の 1階にいつでも入れれる目安箱みた
いなものを置いて、それを広報にあげると
かしたらええなと思った。

お金もかかると思うんですけど、この紙の材質
とかを変えたらもっと分かりやすい綺麗な写真
になるんじゃないかな。

モニターへのアンケートと同じようにQR
コードを広報に載せといたら、ちょっと知
りたいこととか、要望とか簡単に送れるシ
ステムがあったら、子供やいろんな年代の
意見が取り入れられるんじゃないかな。

広報を読んでいない方は知らないことっ
てとても多いんです。住宅改修費の補助や
自転車のヘルメットの補助が出るよとか、
聞こえてくることもあるし、聞こえてこ
ないこともある。いろんな人が分かるよ
うな周知徹底の方法ってないんかな。

避
難
所
運
営
や
防
災
活
動
に
女
性
の

参
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
重
々
承

知
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
町

で
は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
女
性
消
防
団
の
結
成
に
つ
な

が
り
ま
す
か
。（
美
馬
）

本
町
に
は
ま
だ
女
性
消
防
団
員
は
お

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
本
団
と
も
協

議
し
町
に
合
っ
た
形
で
推
進
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

（
令
和
６
年
ひ
な
会
議
）

町
の
交
流
拠
点
で
あ
っ
た
「
ふ
れ
あ

い
の
里
さ
か
も
と
」
は
、
ま
ち
お
こ

し
イ
ベ
ン
ト
や
宿
泊
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
た
。
有
効
利
用
す
る
た

め
の
今
後
の
計
画
は
。（
内
谷
）

施
設
改
修
か
新
た
に
施
設
整
備
を
す

る
の
か
、
こ
れ
か
ら
坂
本
地
区
と
協

議
を
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

観
光
、
交
流
の
資
源
と
し
て
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
令
和
７
年
７
月
会
議
）

令
和
８
年
６
月
12
日
に
女
性
消
防
隊
が

発
足
。
町
内
全
域
を
活
動
範
囲
と
し
、

女
性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な
感
性
を
生
か
し

て
、
火
災
予
防
活
動
や
応
急
手
当
普
及

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
令
和
８
年
度
に
設

計
予
算
が
計
上
さ
れ
、
９
年
度
工
事
予

定
。
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
は
未
実
施
。

２
年
経
っ
た
現
状
は
…

宿
泊
施
設
が
な
く
な
っ
て
さ
み
し
い
…

12
名
で
発
足　

女
性
消
防
隊

ネ
ッ
ト
環
境
が
悪
い
…

１
年
経
っ
た
現
状
は
…

２
年
経
っ
た
現
状
は
…

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

女
性
消
防
団
の
推
進

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

ふ
れ
あ
い
の
里
の
後
利
用

団長に対して決意表明

住民で使い方を検討中

来年やっとLED 化が

女
性
目
線
の
活
躍
を
期
待
！

女
性
目
線
の
活
躍
を
期
待
！

町
の
具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、
坂
本

区
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

を
お
こ
な
い
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
協

議
中
。

図
書
館
の
利
用
者
か
ら
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ

の
設
置
を
望
む
声
が
あ
る
。
ま
た
、

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
必
要
と
思
う
が

取
り
組
み
は
。（
篰
）

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
は
図
書
館
の
魅
力
を
高

め
る
の
に
極
め
て
有
効
的
な
の
で
、

令
和
７
年
度
の
予
算
計
上
を
検
討
し

ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
重
要
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、
財
源
確
保
が
課
題
で

す
。

（
令
和
６
年
ひ
な
会
議
）

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

図
書
館
の
環
境
整
備

快
適
な
環
境
を
！

快
適
な
環
境
を
！

早
く
有
効
活
用
を
！

早
く
有
効
活
用
を
！
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地
域
防
災
緊
急
整
備
型
事
業
購
入
車

両
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
に
購
入
し
た
ト
イ
レ

カ
ー
、
災
害
支
援
車
、
給
水
車
の
仕

様
を
確
認
し
ま
し
た
。
ト
イ
レ
カ
ー

は
、
洋
式
ト
イ
レ
が
２
基
搭
載
さ
れ

て
お
り
、
便
槽
は
１
５
０
回
ぐ
ら
い

使
用
可
能
な
容
量
。

災
害
支
援
車
は
、
浄
水
器
、
発
電

機
、
石
油
給
湯
器
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
、

調
理
用
バ
ー
ナ
ー
な
ど
を
搭
載
。
浄

水
器
の
浄
水
機
能
は
、
１
時
間
当
た

り
、
飲
料
水
が
３
５
０
ℓ
、
生
活
水

が
６
０
０
ℓ
と
な
り
ま
す
。
河
川
や

プ
ー
ル
の
水
で
も
浄
水
が
可
能
。

給
水
車
は
１
６
０
０
ℓ
の
飲
料
水

を
運
搬
で
き
ま
す
。

徳
島
東
部
広
域
農
道
視
察

町
道
に
つ
な
が
っ
て
い
る
区
間
は
、

今
後
町
へ
の
移
管
も
考
え
ら
れ
る
た

め
現
地
視
察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

上
勝
町
へ
移
動
式
捕
獲
鳥
獣

処
理
設
備
の
視
察

移
動
式
焼
却
炉
の
燃
料
は
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
で
、
所
要
時
間
は
1
回
当
た
り

4
時
間
程
度
。
鳥
獣
を
８
０
０
〜

１
０
０
０
℃
で
焼
き
、
燃
え
た
空
気

を
上
部
で
８
０
０
℃
以
上
で
2
秒
以

上
燃
焼
し
、
無
害
化
さ
れ
た
無
臭
な

空
気
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

―
―
―
一
度
に
ど
れ
位
の
大
き
さ
が
焼

却
で
き
る
の
か
。
入
れ
ば
、
何
頭
か

一
緒
に
処
理
で
き
る
の
か
。

担
当
者　

一
度
に
投
入
で
き
る
の
は

80 

kg
。
入
る
の
で
あ
れ
ば
複
数
頭
を

投
入
で
き
ま
す
。

―
―
―
焼
却
車
の
管
理
、
運
営
の
担
当

は
。

担
当
者　

町
職
員
が
し
て
い
る
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
委
託
も
含
め
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
１
頭
当
た
り
の
焼
却
費
用
と
捕

獲
者
の
費
用
負
担
額
は
。

担
当
者　

焼
却
費
用
は
１
頭
当
た
り

３
７
１
７
円
、
諸
費
用
で
１
０
５
３

円
、
合
計
４
８
０
０
円
弱
。
狩
猟
者
の

費
用
負
担
は
、
鳥
獣
の
大
小
関
係
な

く
、
一
律
で
1
頭
当
た
り
３
０
０
０

小
松
島
市
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

新
た
に
示
さ
れ
た
Ｅ
Ｒ
Ｓ
方
式（

⑤
）は
、
従
来
計
画
さ
れ
て
い
た
ト
ン

ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
と
比
べ
、
施

設
の
省
面
積
化
が
図
れ
、
コ
ス
ト
面

で
も
高
い
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
微
生
物
脱
臭
冷
却
装
置
に
よ
り
、

周
辺
へ
の
臭
い
も
徹
底
し
て
抑
制
さ

れ
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
Ｅ
Ｒ
Ｓ
方

円
で
す
。

―
―
―
ど
れ
ぐ
ら
い
の
利
用
が
あ
る
の

か
。

担
当
者　

4
月
1
日
か
ら
5
月
26
日

の
間
で
捕
獲
数
が
１
２
５
頭
で
、
依

頼
を
受
け
た
の
が
17
頭
で
す
。

―
―
―
す
ぐ
に
焼
却
で
き
な
い
捕
獲
鳥

獣
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

担
当
者　

冷
蔵
と
冷
凍
が
で
き
る
保

管
庫
が
2
台
あ
り
ま
す
。

―
―
―
な
ぜ
移
動
式
に
し
た
の
か
。

担
当
者　

固
定
式
の
焼
却
施
設
は
周

辺
の
同
意
と
水
源
や
浄
化
槽
も
必
要

で
す
。
焼
く
こ
と
に
関
し
て
は
、
近

隣
に
は
承
諾
は
得
て
い
ま
す
が
必
須

で
は
な
く
導
入
し
や
す
か
っ
た
か
ら

で
す
。

式
の
導
入
可
能
性
調
査
を
行
い
、
調

査
結
果
や
知
見
を
見
極
め
た
上
で
導

入
を
判
断
し
ま
す
。
新
施
設
の
本
格

稼
働
は
、
従
来
通
り
令
和
13
年
度
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
小
松
島
市
、
勝
浦
町
共
に
人
口

減
少
が
続
く
が
、
そ
れ
に
見
合
う
施

設
規
模
の
見
直
し
は
。

担
当
者　

今
後
、
10
年
、
20
年
先
を

見
据
え
て
の
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
―
２
つ
の
方
式
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
比
較

は
。

担
当
者　

20
年
間
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、
ト
ン

ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
約

１
２
０
億
円
、
Ｅ
Ｒ
Ｓ
だ

と
大
幅
な
削
減
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

―
―
―
成
果
物
を
固
形
燃

料
化
し
て
ボ
イ
ラ
ー
で
焼

却
し
発
電
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
施
設
の

電
気
に
使
う
の
か
。

担
当
者　

施
設
の
稼
働
に

使
い
、
余
剰
分
は
公
共
施

設
や
災
害
時
の
避
難
所
に

使
う
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

6
月
8
日
は
次
男
の

高
校
総
体
県
予
選
最
終

日
で
し
た
。
平
日
の
月

曜
日
、
通
常
で
あ
れ
ば

授
業
日
で
す
が
、
今
年

度
導
入
さ
れ
た
「
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
活
用

し
、
中
学
生
の
三
男
と

長
女
を
連
れ
て
応
援
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
結
果
は

伴
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
強

豪
校
で
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
役
割
を
担
い
、

懸
命
に
プ
レ
ー
す
る
兄

の
姿
は
、
弟
妹
に
と
っ

て
授
業
で
得
ら
れ
る
知

識
や
経
験
と
は
異
な
る
、

何
に
も
代
え
難
い
大
き

な
刺
激
に
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

勝
浦
町
で
は
少
子

化
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
近
い
将
来
、

横
瀬
小
学
校
で
複
式

学
級
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
今
秋
に
は

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
将
来
の
小

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
始

ま
る
そ
う
で
す
。

結
論
に
つ
い
て
は
予
断
を
許
し
ま

せ
ん
が
、
議
論
の
主
役
は
あ
く
ま
で

も
「
子
ど
も
」
で
あ
る
と
い
う
視
点

だ
け
は
見
失
う
こ
と
な
く
、
将
来
を

見
据
え
た
議
論
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

「共勝創躍（きょうしょう・そうやく）」―――町民と行政が手
を取り合い、共に勝ち（共勝）、共に未来を創り（創）、共に
躍動する（躍）姿勢を表した言葉です。

高校バスケ　お疲れさま！

 ● 7月 14日　香川県　綾川町
綾川町議会の政策研究グループ 10名

のみなさまがご来庁されました。議会広
報の編集について視察を受け入れ、より
良い広報作成の編集についてさまざまな
質問をいただきお答えしました。

５
月
28
日
開
催

７
月
２
日
開
催

７
月
２
日
開
催

ま ち 未 来 づ く り 
常 任 委 員 会

く ら し 育 み 
常 任 委 員 会

⑥ ERS：急速発酵乾燥資源化装置

土着菌を活用して食品残渣などの有機廃棄物を、殺菌・発酵・乾
燥し、良質なバイオマス燃料や肥料へと変換するシステム

ERS方式の仕組み図

焼却炉の花道を見学

イベントにも利用可能
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私は競技を通して、技術の向上だけでなく、自分の身体を大切にすることや、多くの人との出会いから広い
視野を持つことの大切さを学びました。みなさんには、目の前のことだけにとらわれず、様々なことにどんど
ん挑戦してほしいと思います。新しい環境や経験は必ず自分自身を大きく成長させてくれます。そこで得た経

験や出会い、感謝の気持ちをいつか故郷の勝浦町に還元できるよう、こ
れからも頑張りますので、みなさんも一緒に頑張っていきましょう。

中学時代は剣道部に所属し、阿南光高校でフィールドホッケーを始める。
スポーツ推薦で天理大学体育学部に進み、現在 4回生。インカレ３連覇を
めざし日々練習に励んでいる。またアルカディア奈良（奈良県クラブチーム）
にも籍を置き、サムライリーグ１部優勝をめざしプレー中。昨年から国ス
ポ（旧国体）奈良県代表として出場。

体育学部には全国各地の強豪校から来たハイレベルな仲間がたくさん
います。その仲間との交流で、様々な考え方や競技に対する姿勢に触れ、
自分自身の視野を広げることができました。競技を通して得た経験は、
人として成長する大きな財産となっています。そんな中で、町を離れて
改めて感じるのは、勝浦町の自然豊かな環境や地域の人の温かさです。
安心できる場所があることのありがたさを、帰省するたびに感じていま
す。勝浦町で育った経験は、間違いなく今の自分の強固な土台となって
います。

大
おお

久
く

保
ぼ

　碧
あ っ と

都さん
2004 年生
星谷出身　奈良県在住
天理大学　体育学部

6
月
28
日
に
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
か
ら
も
チ
ー
ム

を
組
み
出
場
し
ま
し
た
。
初
心
者
ば
か

り
の
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
1

勝
を
挙
げ
、
9
チ
ー
ム
中
6
位
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
終
始
に

ぎ
わ
い
、
次
回
の
開
催
を
望
む
声
も
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

私
自
身
、
バ
レ
ー
は
初
め
て
の
挑
戦

で
し
た
が
、
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
楽
し

く
参
加
で
き
、
体
を
動
か
す
機
会
に
な

る
と
と
も
に
、
日
頃
関
り
の
少
な
い
方

と
の
交
流
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
次

回
は
さ
ら
に
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

町
の
活
力
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

内
谷　

安
宏

今後の開催に期待が大きい


